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（１）種子による分布拡大

　種子から発芽して実生を形成してひろがる。ただし、個体のなかには、結

実しないものも見られる。

（２）農機具による分布拡大

　ロータリの爪等で運ばれた根断片が萌芽、活着して畑中に広がる。

（３）地上部残さ ( 茎 ) による分布拡大

　切断された茎から発根して活着することもある。

①熟果実の中に種子があると

①ロータリの爪に根が付着していると

①地上部（茎）の断片を土中に挿すと

②落下した種子が発芽して実生を形成

②萌芽

②切断された茎から発根して活着

③活着

抜き取ったり、刈り取ったヤブガラシ類をほ場に放置しない！ほ場から持ち出して処分する！

ヤブガラシ類の果実が熟する前に防除する！

農機具は必ず洗浄する！（土塊は除去する）
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